
再
度
の
「
緊
急
事
態
宣
言
」

の
発
出
で
、
飲
食
店
等
に
さ
ら

な
る
営
業
時
間
短
縮
の
要
請
が

お
こ
な
わ
れ
ま
し
た
。
飲
食
店

等
の
事
業
主
、
ま
た
そ
こ
で
働

く
従
業
員
の
く
ら
し
、
納
品
業

者
な
ど
関
連
事
業
者
と
そ
の
従

業
員
の
く
ら
し
な
ど
、
大
き
な

影
響
が
で
ま
す
。
十
分
な
補
償

が
あ
っ
て
こ
そ
、
事
業
者
の
み

な
さ
ん
も
要
請
に
安
心
し
て
応

じ
る
こ
と
が
で
き
、
感
染
拡
大

防
止
策
と
し
て
実
効
性
が
あ
る

も
の
と
な
り
ま
す
。

一
回
目
の
緊
急
事
態
宣
言
で
、

支
援
で
大
き
な
穴
が
あ
い
た
ま

ま
に
な
っ
て
い
た
の
が
、
飲
食

店
チ
ェ
ー
ン
店
な
ど
で
は
た
ら

く
シ
フ
ト
制
労
働
者
・
非
正
規

雇
用
労
働
者
で
す
。
休
業
手
当

の
助
成
金
で
あ
る
雇
用
調
整
助

成
金
は
、
飲
食
で
い
え
ば
、
従

業
員
５
０
人
未
満
な
ら
ば
最
大

１
０
０
％
助
成
で
す
が
、
５
０

人
以
上
で
は
、
最
大
７
５
％
の

た
め
、
持
ち
出
し
て
休
業
手
当

を
支
払
う
企
業
と
休
業
手
当
を

支
払
わ
な
い
企
業
に
わ
か
れ
ま

し
た
。
一
方
、
企
業
か
ら
休
業

手
当
を
も
ら
え
な
い
労
働
者
が

直
接
政
府
に
従
前
の
８
割
の
休

業
支
援
金
を
申
請
す
る
制
度
も
、

対
象
は
、
飲
食
で
い
え
ば
、
従

業
員
５
０
人
未
満
の
企
業
で
働

い
て
い
る
人
。
結
果
、
ず
っ
と

休
業
手
当
も
休
業
支
援
金
も
手

に
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
生
活

に
窮
す
る
方
か
ら
、
多
く
の
相

談
を
受
け
て
き
ま
し
た
。
昨
年

は
、
国
会
で
も
な
ん
ど
も
改
善

を
せ
ま
っ
て
き
ま
し
た
。

年
始
に
さ
ら
な
る
営
業
時
間

短
縮
で
国
と
都
が
合
意
し
た
の

う
け
、
１
月
４
日
仕
事
始
め
の

日
、
田
村
厚
労
大
臣
の
到
着
を

ま
っ
て
、
特
別
の
協
力
を
要
請

す
る
飲
食
店
等
に
つ
い
て
事
業

規
模
に
か
か
わ
ら
ず
、
雇
用
調

整
助
成
金
の
助
成
率
の
１
０
０

％
へ
引
き
上
げ
る
こ
と
、
ま
た
、

休
業
支
援
金
の
対
象
を
拡
大
す

る
こ
と
を
直
接
要
請
し
ま
し
た
。

田
村
大
臣
か
ら
は
「
問
題
意
識

は
共
有
す
る
。
雇
用
の
維
持
は

大
事
だ
。
検
討
し
た
い
」
と
の

回
答
が
あ
り
ま
し
た
。

１
月
８
日
、
記
者
会
見
で
雇

用
調
整
助
成
金
の
１
０
０
％
助

成
の
対
象
を
、
緊
急
事
態
宣
言

に
も
と
づ
き
要
請
す
る
飲
食
店

等
に
拡
大
す
る
こ
と
が
発
表
さ

れ
ま
し
た
。
あ
ら
た
め
て
、
田

村
大
臣
に
、
非
正
規
雇
用
の
方

の
雇
用
を
維
持
し
、
休
業
手
当

を
支
払
う
こ
と
を
業
界
に
強
く

働
き
か
け
る
こ
と
を
要
請
し
ま

し
た
。
大
臣
か
ら
も
そ
う
し
た

い
と
の
回
答
が
あ
り
ま
し
た
。

ま
た
、
休
業
支
援
金
の
対
象
の

拡
大
も
要
請
し
ま
し
た
。

●
事
業
主
の
み
な
さ
ま
へ

拡
充
さ
れ
た
雇
用
調
整
助
成

金
を
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

●
労
働
者
の
み
な
さ
ま
へ

休
業
手
当
が
出
て
い
な
い
場

合
、
中
小
企
業
の
場
合
は
、
直

接
、
政
府
に
申
請
す
る
「
休
業

支
援
金
」
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

ご
活
用
く
だ
さ
い
（
要
件
等
は

裏
面
を
ご
参
照
く
だ
さ
い
）
。

中
小
企
業
以
外
の
場
合
で
休
業

手
当
が
で
て
い
な
い
場
合
、
企

業
に
雇
用
調
整
助
成
金
を
活
用

し
て
い
た
だ
く
必
要
が
あ
り
ま

す
。
労
働
組
合
な
ど
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

「
自
粛
と
補
償
はセ

ッ
ト
」

日
本
共
産
党
と
野
党
は
、
特

措
法
改
正
案
を
先
の
臨
時
国
会

に
提
出
し
て
い
ま
す
。
影
響
を

う
け
る
事
業
者
、
労
働
者
、
市

民
、
誰
一
人
と
り
の
こ
さ
ず
支

援
す
る
こ
と
を
求
め
て
引
き
続

き
と
り
く
み
ま
す
。
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雇
用
調
整
助
成
金

衆議院議員

実現
しました！

１
０
０
％
助
成
の
対
象
拡
大



〈新型コロナウイルス感染症対応休業支援金・給付金〉

休業前賃金の８割（日額上限１１０００円）を、休業実績に応じて支給する制度です。（事業主の負

担はありません）。対象は次の２つの要件をみたす方。

① 令和２年４月１日から令和３年２月末日までの間に、新型コロナウイルス感染症の影響を受けた事

業主が休業させた中小事業主に雇用される労働者

② その休業に対する賃金（休業手当）を受けることができない方

日々雇用、登録型派遣、いわゆるシフト制の労働者も対象になります

休業前の就労の実態や、下記のケースなどを踏まえ、申請対象期間に事業主が休業させたことについ

て労使の認識が一致した上で支給要件確認書を作成していただければ、休業支援金・給付金の対象とな

ります。

また、「支給要件確認書」において休業の事実が確認できない場合であっても、以下のケースについ

ては、休業支援金の対象となる休業として取り扱います。

１ 労働条件通知書に「週○日勤務」などの具体的な勤務日の記載がある、申請対象月のシフト表が出

ているといった場合であって、事業主に対して、その内容に誤りがないことが確認できるケース

２ 休業開始月前の給与明細等により、６か月以上の間、原則として月４日以上の勤務がある事実が確

認可能で、かつ、事業主に対して、新型コロナウイルス感染症の影響がなければ申請対象月において同

様の勤務を続けさせていた意向が確認できるケース（ただし、新型コロナウイルス感染症の影響以外に

休業に至った事情がある場合はこの限りではありません。）

事業主の協力がえられなくても申請できます
支給要件確認書の作成に事業主のご協力が得られない場合、その旨を支給要件確認書に記載の上、労

働者から申請いただくことが可能です。その場合、都道府県労働局から事業主に対して、確認や協力依

頼を行います。

申請期間

申請開始日は休業した期間の翌月初日です。（例：１月の休業の場合は２月１日から申請可能）

２０２１年 １月～２月の休業分の締め切りは、２０２１年５月31日（月）

２０２０年 10月～12月の休業分の締め切りは、２０２１年３月31日（水）

２０２０年 ４月～９月の休業分 条件つきで、２０２１年１月31日（日）まで受け付け➡厚労省ＨＰ

申請方法

オンライン申請もしくは郵送（厚労省のホームページをご覧ください）

労働者個人によるほか、事業主がまとめても可能

詳しくは、厚生労働省のホームページをご覧ください

「シフトが減った」「休業手当がでない」

休業支援金 ご活用ください


